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1.は じ め に

自己形成 が教育 におい てしめる位置 につい ては,奈 良大 学紀要第9号 において解 明 した

が,そ の際,自 己形成 の目的 との関係で あ らわれ て くる宗教 の問題 に充分触 れ ることが で

きなか った.そ こで,本 論稿において は,自 己形成 における宗教 の意義 を教育学的観点か

ら解 明したい と思 う.

こ の場合,宗 教 とは,宗 派宗教 とい う意味で はな く,人 間の有限性 とい う,い わば人間

の本性に基づいてあ らわれて くる宗教の ことであ り,自 己形成 を問題にす る時,必 然的に

考察 しなければな らない要 素であ ると考え られ る.ま た,こ の問題は シュライエルマ ッハ

ー(FriedrichErnstDanielSchleiermacher
,1768-1834)の 思 想の根底 を貫 くものであ

る.い わゆ る宗教観 に基 づ く教育哲 学の問題 なのであ る.高 坂正顕氏 も 「彼 の思想 の出発

点 をなす ものは宗教 であ り,そ の帰着点 を示す の も宗教で ある1).」 と して,シ ュライエ

ルマ ッハ0の 思想 の根源 は宗教思想で ある ことを言明 してい る.

さ らに,そ の宗教が人 間の本性 に基づ くものである とは 「宗教 において,無 限の ものが

個 々の人格に まで形成 され,形 を とるとい うことが存在す る2)」 こ とで あ り,宗 教が人間

存在の有限性に対応す る形であ らわれ ることをシュライエル マ ッハーは最 も重視 してい た

のであ る.ま た,デ ィル タイ(WilhelmDilthey,183.3-1911)も,シ ュ ラィエル マ ッハー

の体系的な思想構造 を次の よ うに叙述 してい る.「 彼 は哲学的世界観に対 して,キ リス ト

教的宗教性の価値 を決めてい る.3)」 と.

つ ま り,シ ュライエルマ ッハーにおいては,そ の思 想の基 本構造が哲学的で しか も宗教

的なのであ り,そ れはま さに人 間存在 の本質 を解 きあかそ うとす る態度 が明 らかにあ らわ

れてい るか らである と考 え られ る.

以 上 の理 由で,シ ュライエル マ ッハ0の 思想 に基づ いて,自 己形成 における宗教 の意義

について考察 を加 えたい と思 う.

2.人 間の本性としての宗教

シュライエル マッハ ーに よると,「 それ(宗 教)は,単 に人 間の 本性に 存在す るとい う

だ けで な く,人 間の ものの中で まった くす ぐれた もの として存在す る4).」 と されてい るよ

うに,宗 教は人間に本来存在す るものである.こ の本来存在す るとい うポイ ン トは,ま さ

に,人 間の有限性にあ る.つ ま り,人 間 とい う存在 はあ らゆ る点において有限であ り,そ
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の 自らの有 限性を直 観す ることによって,そ の有 限性 を越 えた,い わゆ る無 限を とらえる

可能性 を もつのであ る.そ れゆえ,シ ュラィエルマ ッハーは 「宗教の本質 は思 惟で も行為

で もな く直観 と感情であ る.5)」 と説 明す るので ある.ま た,「 宗 教は宇宙 を直 観 しよ うと

し,宇 宙 その ものの表現(Darstellungen)と 行 為(Handlungen)と の 中にあ って・敬慶

な気持で(andachtig),宇 宙 を うかがお う(belauschen)と す る6)」 の で ある・

シュライエルマ ッハ ーに とって宇宙(Universum)と は,個 としての人間の もつ有限性

を越 えナこすべての ものであ り,そ れゆえに こそ,「 宗教 は宇宙 の存在 と行為(Daseinund

HandelndesUniversums)に 関す る(ft1接の経験,及 び,個 々の直観 と感情(Anschauu-

ngenundGefiihle)に おい て成立す る7)」 の である.つ ま り,人 聞は自 らの有限性 を自己

直観す る時,そ のイ∫限性 を克服 したい とす る願望が生 じる.そ こに,宗 教が あ らわれ る

ので あ り,宗 教は他か ら与 え られ る ものではな く,「 内か らあ らわれ 出なければ な らない

(hervorgehen)8)」 の で ある.

シ ュラィエル マ ッハーに よると 「聖所(Heiligtum)を もち,維 持 しよ うとす るのは宗

教 の能力 のない ことを示 してい る9)」 の であ り,宗 教の能 力がない とい うことは,宇 宙 を

直観す る能力が ない ことで ある.す なわち,自 ら宇宙 を直観で きないか らこそ・既成 宗教

をそのまま うけ入れ よ うとす るのであ る.つ ま り,他 か ら与 え られ る宗教を求め よ うとす

るのであ る.

これ らは,そ れだけでは,真 の宗教ではあ りえないのであ る.例 えば,シ ュライエルマ

ッハ0が 「神 性(Gottheit)は 一 個の宗教的直観の方法にす ぎない10).」 と主張す るの も・

神 とい う偶像 を もつ こと自体 が宗教であ るのではな く,そ のよ うな偶像を もつ ことによっ

て,自 ら敬慶 な心 にな り,自 らの有 限性 を 自己直 観す る可能 性が生 じるにす ぎない のであ

って,そ の意 味において も,神 は宗教の 目的ではないのであ る.

シ ュライエルマ ッハーによ ると,「 世界精 神(Weltgeist)を 愛 し,そ の作川(Wirken)

を 注視す る こと,そ れが われわれの宗 教の最終 目的(Ziel)で あ り11),」 「世界 を直観 し,

宗 教を もつナこめには,人 間はまず人 間性(Menschheit)を 発 兄 しなければな らない・そ し

て,人 間は人間性 を愛 の うちに愛 を通 じてのみ発見す る12)」の で ある.そ れ ゆえに,「 い

かなる人 も,人 間性 を形づ くる(ausmachen)た め に,自 己 に欠 けてい るあ らゆ る もの を

ぎっし りもってい ると信 じ る人を心か ら愛 す る13)」の で ある.つ ま り,他 者において,人

間性を見っけ る時,そ の人 を愛す るのであ り,そ の愛 の うちに,人 間性は宇宙への過程を

た どるのであ る.そ れゆ えに,ま た 「人間性 その ものが,本 来,諸 君に とって,宇 宙なの

であ る14).」 と シュライエルマ ッハ0は 説 明す るのである.と い うのは,「 永遠 な る人 間性

(dieewigeMenschheit)は,た ゆ まず勤勉 に自 らを創造 し,有 限 の生命 の移 りかわ る

現われにおいて,自 らを表現 しよ うとす る15)」が ゆえに,永 遠 なる人間性 は人間の有限性

を部分的に克服す るか らで ある.「 人 間性はそれ 自体,動 的(beweglich)で 形 づ くりやす

い(bildsam)も の で あ り16),」個 々人の人 間性を永遠 な る人 間性へ と発展 させ るこ とが宗

教 の根本的使命 の0つ であ るとともに,自 己形成 の問題 で もある.さ らに,「 人 間性 は・

個別的 な もの(Einzelnes)と0な る もの(Eines)と の 巾間段階(Mittelglied)で あ り・

無 限な るものへい たる途上 の休憩所(eineRuheplatz)に す ぎない17)」 ので あ り・人間性

は固定的な存在 としてあ るだけでな く,生 成 しつづ ける もの なのである18).そ して,「 人

間性の様々の契 機を相互 に結 びつけ,そ の成 り行 き(Folge)か ら 全体が 導かれ る精神 を

解 きあかす(erraten)こ とが宗教の最高 の仕事 である19).」 つ ま り,個 を全体へ,有 限を

無限へ と近づ けることが宗教 の仕事で あ り,そ の巾問的 な もの としての人間性が宗 教の直
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接 的 な対象 とな ることがで きるのであ る.そ のよ りな 意味に おいて 「道 徳 的 世 界(die

moralischeWelt)は 宗 教に とって宇宙で はない のであって,道 徳的世界 にだ けあて はま

る ものが あるとして も,そ れは宗教に とっての宇宙 の直観で は ない だろ う20).」道 徳はあ

くまで意 志の問題 であって,直 観的問題はその範 囲に 含 めない ので ある.「 宇宙 はたえま

な く活動 し,わ れわれに各瞬間にあ らわれい る21)」の であ って,そ れをわれわれが直観 で

きるか ど うかが宗教 の問題 なので ある.そ れ ゆえに,ま た,「 宗教的 感情(diereligi6se

Gefuhle)は そ の性質 に よ って,人 間の行動力 を麻痺 させ,人 間を穏 やかな献 身的 な享受

へ と招 く22)」の である.

す なわち,人 間に とって,宗 教 と道徳 はまった く異 な るレベルの問題なのである.シ ュ

ラィエル マッハ ーの言葉でい うと,「 あ らゆる固有 の行為(Handeln)は 道 徳的で あるべ

きで,ま た,道 徳的であ りうる.し か しなが ら,宗 教的 感情 は聖 な る音楽(heiligeMusik)

の よ うに,人 間のあ らゆる行 ない(Tun)に 伴 うべ きであ る.人 間は万事 を宗教 とともに

(mitReligion)な す べ きで あ り,宗 教か ら(ausReligion)な す べ きではない23).」 つ ま

り,宗 教は本質的に人間の本性に属す る もので あ り,敬 慶 な心的態度 を もつ ところにあ ら

われて くる もので あるか ら,意 図的に宗教 を基準 にして行為すべ きで はないのであ る.そ

れに対 して,道 徳 は意志の問題であ り,感 情か ら道徳 は導かれ るべ き もので はないのであ

る.し たが って,道 徳 を他人に教育す ることは可能で あるとと もに,必 要なのであ る.し

か しなが ら,「 宗教の よ うに,人 間の心情(Gemut)に お いて継続す る もの(Kontinuum)

は す べて,教 授(Lehren)や 教 え込み(Anbilden)の 領域 を は るかに 越えてい る24)」の

であ って,宗 教の本質であ る 「直観す ることを……教 えることは 不可能で ある25).」 シ ュ

ライエルマ ッハーは,「 それゆ えに,私 は諸君 を も他 の人 々を も宗教へ と教育 しよ うとは

思 わない26).」 と説明す るのであ る.

つ ま り,宗 教へ と導 くよ うな教育 は他者 によって行 なわれ ることはで きない のであ り,

ま た,真 の宗教 は他者か ら与 え られた り,教 え られ た りす る もので もな く,白 らが自 らの

有限性 を敬慶 な心的態度で 自己直観す る ことによってはじめて成 り立 つ可能性 を もつ ので

ある.と い うのは,「 無 限なる ものを有 限なる ものの外部 に,ま た,そ の対立(dasEntge-

gengesetzte)を そ の対立す る ものの外部 に 求 めよ うとす る ことは,明 らか に 思 い 違 い

(Tauschung)で あ る27)」か らであ る.

それでは,宗 教はいかに して 自 らの もの として あ らわれて くるので あろ うか.こ の こと

について,考 察 を続 けることにす る.

個 としての存在であ る人間が宇宙 を直観す る可能性 はあ らゆる人 々にある.と い うのは,

「この世界に対す る人間の関係の うちに,無 限に向 うい くつか の一定の移行 の通路(gewi-

sseUbergange)が 切 り開かれ る展望が ある.い か なる人 もその前を通 って導かれ ること

によって,そ の人の感覚(Sinn)が 宇 宙へ到 る道 を発見す る28)」か らで ある.そ の意味に

おい て,現 実 に存在す る宗派宗教 もある程度 の意義 を もつ ことは 否定 で きない.つ ま り

「諸 々の宗教 において,諸 君 は宗教 を発 見す る はずであ る29).」 とい う シュライエルマ ッ

ハ0の 言葉が示す よ うに,諸 々の宗派 宗教は各個人が 自 らの宗教 を自己直観す る契機 を与

えて くれ るので ある.そ して,こ の 「直 観 の 範 囲(Umfang)と 真 理性(Wahrheit)と

は,感 覚(Sinn)の 鋭 さと広 さに依存す る30)」 ので ある.シ ュライル マ ッハ0に よると,

感 覚 には三つの異 なる方向が ある.す なわ ち,「 内部に向い,自 我 自身(dasIchselbst)

に到 達 しよ うとす る」 もの,「 もう一 つは,外 部 に向い,世 界 観 の 無 規 定 な も の(das

Unbestimte)に 到 達 しよ うとす る」 もの,「 第三 の ものは,そ の二つの もの を結びつけ,
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そ うす ることによって,感 覚 は常 に両者 の最 も内的 な 結合 の 承 認(Annahme)に お いて

のみ,安 定(Ruhe)を 見 出すのである31).」 そ して,「 この うち一 つだけが人間 の支配的 な

傾向(Tendenz)に な りうるので ある.し か し,宗 教に到 る道 はそのいずれか らも通 じて

い る.そ して,宗 教はそれが見 出 され る方法 の多様性 にしだが って,特 有 の 形 態(eine

eigentumlicheGestalt)を と る32)」の であ る.

す なわち,第 一の方法 は自己 の有限性 を自己直観す るこ とか ら,逆 に無 限性へ の直観 を

導 くもので ある.第 二 の方法 は自己 の存在 を離れ て,理 想像 を どこか に求 めよ うとす る も

ので ある.つ ま り,直 接的に無限な る宇宙へ近 づ こ うとす るのであ る.こ れ ら二つの方法

は宗教的訓練 によって はじめて可能にな ると考 え られ る.シ ュライエル マ ッハ0の 言葉 に

よる と,「 絶対的帰依 の感情」(schlechthinningesAbhangigkeitsgefiihl,dasGefiihl

schlechthinnigerAbhangigkeit)と い われる ものによってのみ可能 である.そ れに対 し

て,第 三 の方法 は自己 の有 限性 を自己直観す る とい う受容的要 素 と,そ れ と同時 にあ らわ

れて くる自発的要 素 との相対的相互 関係 の うちに行 なわれ るものであ る.つ ま り人間のあ

らゆる行為においてみ られ る自発的要素 と受容 的要 素 との うちに,感 覚 の鋭 さや広 さが養

われ る とい う自己形成 の基本的構造 に基づ く方法で ある.

以 上 の三 つの方法 はいずれ も人 間の本性 に基づ くもので あ り,こ のよ うな方 法で感覚 を

発展 させ る ことによって,各 個人が それ ぞれ の独 自性 を もった宗教 とい うものがあ らわれ

て くるのである.そ れが人 間の本性 として の宗教 であ る.

このよ うな宗教 と自己形成 との関係 につい て考察 してみる ことにす る.

3.自 己形成と宗教の関係

シュライエルマ ッハ0に よる と,宗 教 は与 え られ るものではな く,自 ら生活す る うちに

現 われて くる もので ある.そ れゆ えに,「 真 の教会は行為(Tat)の 中 に 常 に 存在 してい

る33).」 といえ るのであ る.そ して,「 宗教 は……われわれが教会 と呼んでい る共同社会の

原理 なので ある34).」 さ らに,「 教会 とい う共 同社会(KirchlficheGemeinschaft)は 家庭

をたよ りにしてい る35)」 ので ある.つ ま り,人 間社会 の最 も基本 的単位であ り,基 本的構

造 を もつ家庭 における生活原理が,宗 教 なのであ り,教 会 とはそのよ うな家庭の理想像 と

して存在すべ きで あ り,そ の意味 におい て真 の教会は人間の 日常生活の中にあ るべ き もの

なのである.す なわち,前 章で 明 らか にしたよ うに,「 人 間は自己 自身 の 中に こそ,宗 教

を もってい る36)」 ので あ り,そ れ ゆえに,そ の人 間の成長 ・発達 の原理 であ る自己形成 を

問題 にす る時,必 然的に宗教 の問題 を考慮 に入 れねばな らないのであ る.

シ ュライエル マ ッハ0に よる と,人 間のあ らゆ る行為 は 自発 性 と受容 性の相対 的相互 関

係 の もとに行 なわれ るのであ り,そ の自発性 と受容 性の 慣熟(Fertigkeit)の も とに 自己

形成 はすすめ られ るのである.こ の自己形成 の 過程 に おいて,様 々の 心的態度(Gesin-

nung37))が あ らわれて くるのであ るが,そ の うち,宗 教的心的態度(religi6seGesinnung)

は最 も早期 に生成す る もので あ り,他 の心的態度 の基礎 をなす もので もある.心 的態度 は

様 々の共 同社会で生活す る うちに形成 され て くる ものであ り宗教的心的態度 は,子 どもに

とって最初に加わ る共同社会であ る家庭 において主に養われ るのであ る.そ の意味におい

て,家 庭 は自己形成に とって,最 も重 要な場 であ るといえ る.

家 庭 とは愛の共同社会で あ り,そ の中で成長 してい く子 ど もには 自然の発達過程 として

「徐 々に 自我の確 立(dieSetzungdesIch)も 用 意 されてい く38)」ので あ り,ま た,「 子

どもは母に対す る愛 と,母 に対す る他 の家族 の関係 によって,し だいに広が ってい くよ う
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な愛の関係へと入っていくのである.お 互い同志の愛(gemeinsameLiebe)が そのよ う

にして,し だいに発達してくるのであり,こ れ こそあらゆる心的態度 と全体的な倫理的存

在の基礎なのである39).」

つまり,家 庭においてそれ以降のあらゆる共同社会における基本になる心的態度を養 う

のは愛であり,ま た,同 時に,そ の愛によって,子 ども自身の自己形成の主体 としての自

我 も生成して くるのである.

また,教 会が家庭に似たもので なければ ならないのは,「教会の教育に対する関係は,

本質的に家庭の宗教的状態(religi6serZustand)に 左右 される40)」ものであり,「教会は

心的態度だけを,よ り厳密にいえば,キ リス ト教的 敬慶(christlicheFr6mmigkeit)を

求める41)」からである.

子 どもの成長の初期は,自 己形成にとっても,宗 教にとっても,家 庭が大 きな意義をも

つのである.と りわけ,家 庭内にある愛情は教育愛の原形で,後 に行なわれるよ うになる

意識的自己形成の主体である自我の生成に大 きな意義をもつ42)とともに,人 間の本性 とし

て現われて くる宗教を自らが もてるようになるための基礎である敬度なる心的態度を養 う

ことに も大 きな影響力をもつのである.

以上の意味において,自 己形成 と宗教は同根をもつ ものであり,両 者を切 り離して問題

にすることはできないのである.そ して,そ の同根 となるものが宗教的心的態度なのであ

る.「心的態度は宗教的共同社会においては,あ らゆる人々の中で同じ強さで外に向って,

はたらきかけると同時に,生 き生 きしているのである43).」それゆえ,自 己形成 も宗教 も

単なる個人の問題にとどまらず,他 の人々との共同生活が大 きな意味をもってくるのであ

る.し かも,こ れらはこの時期においては,無 意識の うちに行なわれるのであり,各 個人

をとりまく生活環境にむしろ重要性がおかれるのである.つ まり,個 としての人間とそれ

をとりまく生活環境 との問の相互関係は,人 間の自発性 と受容性 とい う本質的性質を通じ

て行なわれるのである44).し たがって,意 志行為が充分に行なわれていない時期において

は,む しろその子 どもをとりま く環境が子 どもの受容性を刺激することになり,そ こか ら

自発性が二次的に刺激されて発達して くるといえる.そ れゆえ,完 全なる受容性のもとに

成 り立つ宗教 も,自 発性と受容性の相対的相互関係の もとに行なわれる自己形成 も大きな

相異を示さないのである.

次に意識的に自己形成が行なわれるよ うになってか らの自己形成 と宗教の関係について

考察をすすめることにする.

意識的 自己形成が行なわれるよ うになると,人 間は神などの宗教的諸概念に何らかの関

係をもつよ うになる.意 図的な自己活動が可能にな り,し か も,何 らかの目的をもって意

識的に自己形成を行なお うとする場合,そ の目的は,自 己形成の基本的構造である自発性

と受容性の相対的相互関係の申で求められると考えられる.し たがって,自 己形成の目的

は窮極目的ではなく,自 己形成の過程 とともに変化 ・発展してい くものである.

この変化 ・発展を遂げてい く自己形成の目的に対して,宗 教的なものが関係してくるの

である.つ まり,有 限の存在 としての人間が絶対的な無限性につながる目的をもとうとす

ること自体が宗教的態度である.

現実生活において,人 間が何らかの障害や矛盾に出会 う時,そ れから逃避 しよ うとする

場合 と,そ れらを克服してい こうとする場合がある.前 者の場合,そ の逃避の方向として,

ユ0ト ピア的な もの45)や宗教的なものに向いがちである.つ ま り,非 現実的なものに向 う

のである.そ して,こ の非現実的なものと現実生活 との両方か ら影響を受けながら自己形
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成が行なわれるのである.そ れに対して,後 者の場合は,現 実生活のあらゆる障害や矛盾

に積極的にとりくみ克服するうちに自己形成が行なわれるのである.し たがって,こ のよ

うな人間はあ くまで現実的で,強 い精神力をもつとい うことができる.し かしながら,現

実には後者のような人間は存在しないといえる.と い うのは,あ らゆる困難を現実生活の

中だけで克服できるような強い自我をもつ人問であっても,無 意識的自己形成46)が行なわ

れる限り,非 現実的なものの影響を受けるのである.

以上の理山で,自 己形成は多少な りとも,宗 教の影響を受けると考えられる.と い うの

は,「 宗教の最高の窮極的目的(dash6chsteZiel)は 人間性のむこう側,人 間性を越え

た所において,宇 宙を発見することであり47),」それが 自己形成の 有限性を無限に近づけ

る可能性をもつからである.そ れに対して,宗 教そのものは,最 高の目的をこの世の中で

正 しく実現することがで きない とシュラィエルマッハ0は 説明している.

つまり,宗 教はそれだけでは現実の世の中で実際に現われてはこないのであり,自 己形

成の目的を導 く無限性 としての宇宙を示すものとしてのみ現われてくるのである.ま た,

宗教なしで行なわれる自己形成は,そ の目的の有限性のゆrに 不完全なものといえるので

ある.

したがって,両 者はともにそなわって,完 全に人間形成が行なわれる可能性がある.

宗教と自己形成はともに人閥の有限性と,そ の有限性を無限性へ向って近づけていこう

とする人閥の本性の現われであって,両 者を切 り離 して論 じるところに,従 来の宗派宗教

や信仰宗教とい う宗教の本質をゆがめたようなとらえ方や,自 己形成 を単純な独学や自己

教育 と同義にとらえる考え方が生じるのである.

つまり,人 間形成を基盤にして,宗 教及び白己形成をとらえるところに宗教 と自己形成

の独自の意義が生じるのであり,そ こに,教 育学的意義 も現われて くるのである.

4.宗 教の教育的意義

前節でみたように,宗 教と自己形成の関係は人間性をその根本にお き,互 いに欠 くべか

らざる必須要素 として人間形成において重要な位置をしめるものである.し かしなが ら,

宗教は他人に教えるとい う領域を越えたものであることも明確なことである.そ こで問題

になって くるのは,こ の宗教 と教育の もつ領域の基本的ギャップがいかに克服 されるかで

ある.

シュライエルマッハ0に よると,「感覚は何らかの全体に関する分かナこれない 印象を捉

えよ うとする48)」ものであり,宗 教は,ま さに,こ の感覚によって,宇 宙をとらえるとこ

ろに成立するのであるか ら,論 理的 ・分析的な思考を導こうとする教授 とは全 く別の次元

の問題なのである.こ のような意味において,宗 教教育(宗 教へ導 く教育)は 不可能であ

るといえる.少 くとも,人 間の本性に基づく真の宗教 とい う意味においては,他 者に対す

る宗教教育は不可能である.シ ュライエルマッハーの言葉でい うならば,「理解(Verste-

hen)で,彼 らはその感覚をだましとられている49)」のであって,宗 教教育は真の宗教へ

の能力を奪いとってしま うのである.

しかしながら,先 にも示したよ うに,宗 教は自己形成 と密接な関係にあり,自 己形成に

対する教育の問題は教育学における中心問題であるがゆえに,宗 教は教育学の重要な問題

の一つなのである.こ の場合,特 に被教育者の自己形成のあり方においては,自 己形成の

目的との関係で宗教は意義をもってくる50).ま た,教 育者にとっても,宗 教は大 きな意義

をもつといえる.つ ま り,教 育者にとって,教 育活動において最 も重要な要素の一つであ
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る教育愛が宗教的影響を大 きく受けるがゆえに,宗 教を 無視する ことは で きない のであ

る.

教育者の被教育者に対する教育愛の第一条件は 「救済」であ り,そ れは宗教愛の基本で

もある.そ して,こ の 「救済」の念を成立させるためには,教 育者 も被教育者もともに敬

慶なる心的態度をもっていなければならない.つ ま り,教 育は教育者 と被教育者の問の心

のつなが りによって,行 なわれるべ きものといわれるが,こ れこそ,ま さに,両 者が互い

に敬慶なる心的態度をもっていてはじめて可能になると考えられる.そ して,そ こに,真

の教育愛が生じるのである.し たがって,教 育愛は教育者が被教育者に対して,一 方的に

向けられるものではな く相互関係の間に生じるものであると考えられる.

また,教 育者が教材研究を充分に行なえるのも真理を求めよ うとする価値愛によると考

えられるが,こ れ も単なる価値愛だけではなく,敬.rJな る心的態度にささえられた教育愛

の0側 面 としてあらわれたものと考えられる.

つまり,教 師は敬慶なる心的態度を もつことによって,自 己を高めようとする探究心も

生じるのであ り,こ れこそ,教 師の専門職性を基礎づけるものともいえるのである.

そして,教 師 自身の自己形成を導 くものとして も,宗 教は重要なはたらきをす る.年 長

世代に属する教師の立場は必然的に保守的になりがちであり,教 育的はたらきかけにも保

守的要素が大きな影響をもつようになって くる.そ の矛盾を克服するの も,敬 慶なる心的

態度に導かれる宗教心と自己形成である.宗 教心と自己形成によって保守的要素は解消す

る可能性をもつからである.つ ま り,教 師は常にrI己 をより高 く進歩 ・発展させねばなら

ず,そ のためには,自 らの限界を素直に自己直観し,そ の限界を無限に拡大してい く51)こ

とが必要なのである.す なわち,教 師が人問として充分に自己形成(意 識的にも無意識的

にも)を 行な う時はじめて,被 教育者である年少世代のものに,正 しい教育的影響を与え

るのであり,そ こには,人 閥性に基づく真の意味での宗教性をもった自己形成が,年 長世

代の教師にも,年 少世代の生徒にも行なわれていると考えられるのである.逆 に,真 の意

味での宗教性をもった自己形成が行なわれていない世代(年 少 ・年長 両世代)に お い て

は,世 代問の教育はむしろ世代間のギャップに妨げ られることになる.宗 教性をもつ自己

形成とい うのは,自 らの有限性を自己直観することから無限性へ向って進展 していく自己

形成であり,そ れゆえに,あ らゆる人々が各人の有限性を共通に自覚 し,と もに人間性 と

い う共通概念をもつことができるのである.し たがって,世 代間のつなが りは必然的なも

のとしてその社会の基盤をなす と考えられる.こ の意味において,自 己形成は決して個人

の問題ではないのである.

つまり,宗 教の教育的意義は自己形成を通じて実現 されるものであり,自 己形成は宗教

的要素によって教育的意義をもつ ものになるのである.

最後に,諸 々の宗派宗教の意義について,論 及することにする.

5.宗 派宗教の意義

人間の本性に基づく宗教は自己形成にとって欠 くべからざる要素であることはすでに明

らかになった.し かしなが ら,「だれもが 宗教を完全にもつことはで きるわけではない.

なぜなら,人 間は有限であ り,宗 教は無限だか らである52).」有限の 人間が 無限性を直観

する機会を与えるもの として,教 会は大 きな役割を演じている.シ ュライエルマッハーが

「諸々の宗教において,諸 君は宗教を発見するはずである53).」とい うように,世 俗的Ilt

界の中で神的な美その ものの特徴を求めようとするのが教会の役割なのである.つ まり,
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宗教は各人の中でまどろんでいる芽54)(schlummernderKeim)と して存在しているので

あるか ら,そ の芽を発展させてい くことが教会の使命なのである.そ れゆえ,先 に も示し

たよ うに,教 会は家庭をその原形 としなければならないのである.

ここでい う宗教の芽は元来家庭の申で発展してい くものであるがゆえに,そ れぞれの家

庭が多様性をもった ものであるのと同様に,教 会 も多様性を必要 とするのである.つ まり

各人が行なう自己形成が多様であるの と同じように,各 人の もつ宗教 も多様であり,そ の

多様性にあわせた形での教会が必要なのである.こ のよ うな意味において,宗 派宗教は各

個人の本性 としての宗教にあわせた形で与えられる場合,各 個人の真の宗教を発展させる

とともに各個人の自己形成を導 くことにもなるのである.そ の場合,あ くまで も,教 会は

主なる立場ではなく,従 なる立場をとるべ きである.す なわち,個 としての有限存在であ

る人間が無限に向かって自己形成をとげてい くために,そ のような自己形成が充分に行な

われる生活環境が必要である.と い うのは,自 己形成は自発性 と受容性の相対的相互関係

の うちに行なわれるものであるか ら,自 我が一方的な主動権をもつわけではなく,か なり

他からの影響を受けることによって行なわれるか らである.そ して,そ のような生活環境

は諸々の宗派宗教の教会によって用意されるのである.し か も,そ れは先に も示しナこよう

に,各 家庭によって本来は形づ くられるものである.

以上のように,宗 派宗教はその教義を教え込む とい うような積極的 はたらきかけを除

き,単 に宗教的雰囲気をつ くるとい う意味で,各 人が自らの本性に基づ く自己形成に伴 う

宗教性を発展 させてい くとい う,本 来,各 家庭が もつべき役割を補 うべ きである.す なわ

ち,宗 派宗教は各個人のもつ真の宗教を導 き出すために消極的はナこらきかけしか行なえな

いのであり,逆 に,そ れを積極的なものにしてい くことによって,各 人の もつ宗教への能

力を奪い,さ らには,自 己形成の充分な遂行をも妨げることになると考えられる.

つまり,「宗教 とい う芸術作品(Kunstwerk)は 常にいたるところに展示 されている55)」

がゆえに敬慶なる心的態度のものはそれにひ とりでに気づ くのである.日 常生活の中で,

おのずか ら生じて くるのが宗教であ り,宗 派宗教は,そ の契機を与えるにす ぎないのであ

る.
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FriedrichSchleiermacher:a,a.O.,S.133.

FriedrichSchlciermacher:a,a.O.,S.132.

敬 慶 な る 心 的 態 度 へ と 発 展 し て い く も の と 考 え られ る.

FriedrichSchleiermacher:a,a.O.,S.78.
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Zusammenfassung

UmdieBedeutungvonderwahrerReligioninderSelbstbildungzuerklaren,der

VerfasserwurdedasWesenderReligionversuchen.

DieReligionalsdasWesenderMenschheitbeziehtsickaufdieSelbstbildung.

DasVerhaltnisvonjenerzurdieseristBehrdicht.Dasist,dieSelbstbildungbildet

nichtsickohnediewahreReligion.UnddieMenschenbildungentstehtausdiesezwei

Faktaren.

DieReligionbildetrichausdiefrommeGesinnungandsiemachtdieSelbst-

bildungbesser.DiefrommeGesinnungbildetsickausdieSelbstanschauungvondie

EndlichkeitvonSelbst.

InderErziehung,diefrommeGesinnungistalsoetwasFundamentalesfurden

LehrerandSchuler,dennsiebringtdieLiebezustande.

DieLiebebringtdieErziehungzustande.


